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平成 29 年度 國學院大學 教育開発推進機構 講演会 
グローバル市民になるために：大学の外国語教育における自律性の育成 

 
講師：鳥飼 玖美子 氏（立教大学名誉教授） 

  

【主 催】國學院大學 教育開発推進機構 ランゲージ・ラーニング・センター 

【日 時】平成 29（2017）年 10 月 7 日（土）14:00～16:00 

【会 場】國學院大學 渋谷キャンパス 学術メディアセンター（AMC）1 階 常磐松ホール 

【参加者数】115 名 

 
開催の挨拶――教育開発推進機構 柴﨑 和夫 

【司会】本日はお忙しいところおいでいただき、まことにありがとうございました。これ

より國學院大學教育開発推進機構ランゲージ・ラーニング・センター主催、鳥飼久美子氏

による「グローバル市民になるために：大学の外国語教育における自律性の育成」と題す

る講演会を開催いたします。本日の進行は私、教育開発推進機構ランゲージ・ラーニング・

センター准教授の松岡弥生子が務めさせていただきます。よろしくお願いいたします。講

演に先立ちまして、國學院大學教育開発推進機構長の柴﨑和夫より開会のご挨拶を申し上

げます。 
【柴﨑】ご紹介にあずかりました、本学教育開発推進機構長の柴﨑と申します。本日はお

忙しい中、この講演会においでいただき、ありがとうございます。 
皆さんご存じのように、國學院大學には文学部、法学部、経済学部、神道文化学部、人

間開発学部の 5 学部がございますが、それとは別に、皆さんがいるこの建物には研究開発

推進機構という機関が入っており、博物館もございます。また、教職員を含めて、大学全

体の教育力向上に携わる機関として、教育開発推進機構がございますが、今日の講演の主

催者であるランゲージ・ラーニング・センターは、その中の 1 センターという位置づけで

す。同センターの役割は、言葉の通りで、学生の語学力の向上を支援することです。もち

ろん学部で語学教育が行われておりますので、あくまで支援を行う、すなわち学生が自主

的に、より高みを目指すためのお手伝いをするセンターという役割を担っております。 
今回、鳥飼先生の講演の題名にもありますけれども、グローバル化ということで、どこ

の大学でも特に外国語、実質的には英語教育には心を砕いているといいますか、努力して

いるのは國學院大學も同じですけれども、結局、語学というのは、相手とのコミュニケー

ションのために使うものでもありますし、学生自らが学びたいという意欲がなければ、結

局はつけ焼刃になるのではないかということは強く感じています。 
今回、幸いにして鳥飼先生に講演をいただくことになりました。鳥飼先生の名前は皆様

のほうがご存じかもしれません。ある一定の年代、私のような年代からすれば、まさに月
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面着陸の時に、同時通訳というものが存在するのか、こういう職業があるのか、こういう

ことができるのかということから始まりまして、あとは、おそらく NHK のテレビ「ニュ

ースで英会話」などでお世話になった方もいらっしゃるのではないかと思います。 
鳥飼先生は、英語の教育だけではなく、むしろコミュニケーションというところにご自

身の興味が強くおありになると思います。東洋英和から立教大学でご教鞭をとっておられ

ました。いろいろな賞もお受けになっておりますけれども、今回は皆さんのお手元にある

資料のような題名でご講演いただくことになりました。1 時間ちょっとの講演になると思

いますけれども、本日が皆さんにとって楽しく、有意義なものとなることを祈って、機構

長としてのご挨拶にかえさせていただきます。今日はどうぞよろしくお願いします。あり

がとうございました。〔拍手〕 
【司会】ありがとうございました。それでは、ご講演に先立ち、簡単に先生のご紹介をさ

せていただきたいと思います。鳥飼先生はコロンビア大学大学院にて修士号、サウサンプ

トン大学大学院において博士号を取得されました。ご専門分野は言語コミュニケーション

論、英語教育論、通訳翻訳学でございます。東京大学大学院や国立国語研究所などの客員

教授を歴任され、我が国の言語教育に長く携わってこられました。現在は、立教大学名誉

教授でいらっしゃいます。内閣府政府広報アドバイザー、日本学術会議連携会員、中央教

育研究所理事、国際文化学会常任理事なども務めておいでになります。 
また、NHK「ニュースで英会話」などをはじめとして、メディアを通じて広くご活躍され

ていらっしゃいます。多くの著書も出版されています。最近のものでは、『本物の英語力』

（講談社）、『英語教育論争から考える』（みすず書房）などがございます。本日は私どもラ

ンゲージ・ラーニング・センターが取り組んでいる大学の外国語教育における自律性の育

成についてじっくりとお話を伺いたいと思います。それでは、鳥飼先生、よろしくお願い

いたします。〔拍手〕 
 
◆ ◆ ◆ 
 
１．はじめに 

ご紹介どうもありがとうございました。鳥飼玖美子です。本日はようやく雨も上がって、

爽やかな土曜日になりました。こんないいお天気の日に私の話を聞きにいらしてください

まして、どうもありがとうございます。 
近くの青山学院大学では、異文化コミュニケーション分野の学会が同時開催中だと伺っ

ていますけれども、そこを一時抜け出していらしてくださった方もおいでのようで、感謝

しております。 
今日、私は國學院に初めて伺いました。そして、どういうお話にしましょうかとご相談

の上で、教育開発推進機構としては、外国語教育における自律性ということで話をしてほ

3 

しいというご要望でしたので、これは大変難しいテーマなのですが、挑戦してみようと思

います。これから 90 分の時間をいただいていますので、3 時半くらいまでですよね。それ

から、ご質問などを承りたいと思います。今日は自律性の育成に焦点を当てていますので、

異文化コミュニケーションについての話はあまり入れられないとは思いますけれども、も

しご興味がおありでしたら、質問していただければ、質疑応答の時間にお答えしたいと思

っております。 
 
２．「グローバル市民」に求められる能力 

グローバル市民という言葉がありますが、これは世界がグローバル化しているから、グ

ローバル市民という考え方が出てきたとも言えますけれども、日本が言っているグローバ

ル人材育成というよりは、もう少し幅が広いと考えています。 
日本政府が 2012 年から言っています「グローバル人材育成戦略」というときのグロー

バル人材というのは、その文章を読めばおわかりいただけると思いますけれども、要する

に「世界はグローバル化しているから英語が必要である、だから、戦う企業戦士には英語

力がないと困る」という論法で書かれています。 
そして、その政府の政策が教育界で、どういう形をとっているかというと、大学に対し

ては、スーパーグローバル大学創生支援事業があります。日本の中で、幾つかの大学がそ

れに採択されまして、グローバル人材を育成するべく 10 年計画でやっているわけです。

この各大学においては、政府の考えるグローバル人材育成を推進することになっています。 
高校でもスーパーグローバル高校というのがありまして、そこでも英語教育を中心にや

っている。そして、2020 年から順次施行される小中高の学習指導要領の内容を見てみます

と、グローバル化に対応して英語力を育成するという意味合いの強いものです。小学校で

は、初めて 5・6 年生を対象に英語が教科になります。 
今日はそれが中心テーマではありませんので、あまり詳しくは立ち入りませんけれども、

お話に入る前に一つ私が投げかけておきたいのは、「本当に世界はグローバル化しているの

か。これからも、もっとグローバル化していくのか」ということです。それについては、

世界の流れを見てみますと、もう行き着くところまで行ってしまったかなという感じが無

きにしもあらずですね。 
去年を見てみますと、英国が EU を離脱するという世界中が驚く選択をいたしました。

それから、アメリカでは泡沫候補だとずっと言われてきたトランプ大統領が勝って、現実

に大統領になってしまった。これには、グローバル化によって恩恵を受けない人たちの怒

り、不満が土台になっています。先ごろドイツの連邦議会選挙においても、メルケル首相

は勝ちましたけれども、実は極右の政党がかなり得票を伸ばして、メルケル首相は 4 期目

に入って、これから難しい政局運営を強いられるだろうという話を、ＮＨＫ「ニュースで

英会話」で取り上げました。これもやはりグローバリゼーションに対する反発が大きいと
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いえそうです。 
ですから、ある新聞社の論説委員などは、これはもうグローバル化の逆流と考えてもい

いのではないか、反グローバリゼーションがこれほど広く世界中で行き渡ってくると、グ

ローバリゼーション一本槍では立ち行かないのではないか、とまで書いています。 
今後はむしろそれぞれの地域に目を向けたローカリゼーションが重要になってくる。例

えば、スペインのカタルーニャがあります。私たちから見るとスペインの一つの州にしか

思えないところですけれども、実はあそこにはカタルーニャ語という言語と独自の文化が

あって、ずっと独立したいと闘ってきて、とうとう住民投票を強行して、独立宣言をしよ

うかというところで、スペインの中央政府と軋轢が生まれているわけです。 
そうなってきますと、グローバルというよりは、これから世界がばらばらになっていく

ときに求められるのは、多文化共生への対応です。異文化コミュニケーションが重要にな

ってくる。つまり、それぞれの地域がそれぞれの独自性を主張してくると、文化も違う、

価値観も違う、言語も違うわけで、英語が話せれば、それで世界は全て丸くおさまるかと

いうと、そんなことはないわけです。 
英国から、スコットランドが独立したいと考えている。スコットランドには独自の言語

があるわけです。アイルランドでも、イギリスから押しつけられた英語ではなく、アイル

ランド語を大切にしたいという機運が高まっていることを見ると、世界はむしろ多文化多

言語共生の方向に向かっているとも考えられる。そうすると、今後は多文化多言語共生を

どのようにして持続可能にしていくかということを考えなければいけない。 
そういう視点に立って、私はグローバル人材ではなく、グローバル市民──global 

citizenship という言葉を使いたいと考えています。私たちが育てている生徒、学生たちは、

企業に勤める可能性が圧倒的に高いかもしれないけれども、そうではない学生もたくさん

いるはずで、それぞれがこれからの人生を歩んでいくときにやはり必要なのは、戦う企業

戦士だけでなく、もう少し違った資質を備えたグローバル市民ではないかということです。 
では、グローバル市民に求められる能力とはどのようなものでしょうか。【1】1 ここに

出してある要素は、私が勝手に考えたものですけれども、どちらかというと、国連やユニ

セフが言っていることに近いと思っています。今日ここでは三つ挙げさせていただきたい

と思います。 
一つは異文化能力です。異文化対応能力といっていいかもしれません。これは英語力と

は違います。英語ができても、異文化対応能力がないということはあり得ます。ですから、

言語に関係なく、異質なものに対峙したときに、どのように対応できるかという能力、こ

れがグローバル市民にとっては必要だと考えています。 
そしてもう一つは、もちろんコミュニケーション能力です。これも単に英語力という狭
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5 

いコミュニケーション能力ではなく、もっと広く、母語も含めて、英語以外の言語も含め

て、他者との関係をどうつくり上げていくかという能力だと思っています。 
もちろん、人は言葉によらず理解し合うこともありますし、多くの場合、人が相手を判

断するときに、非言語、言葉によらないコミュニケーションで判断すると言われています。

例えば、表情、声の出し方、話し方。理路整然とうまくしゃべるのだけれども、何か感じ

が悪いという人もいるわけで、それは理屈ではないんですよね。ぺらぺらしゃべるけれど

も、薄っぺらいなとどうしても感じてしまう、好感を持てないという場合もあるし、訥々

と語って決して雄弁ではないんだけれども、何となくいい感じだなと思って、引きずり込

まれることもあるわけです。ですから、表情、動作、たたずまい、声色、話し方、そうい

う言語によらないコミュニケーションで人を判断するということはもちろんあります。 
しかし、本当に相手をとことん理解しようと思ったら、言葉を尽くしてコミュニケーシ

ョンをとらない限り、この人はどういう人かということはわかりません。感じ悪いと思っ

ていた人が、よくよく話し合ってみたら、なかなかしっかり考えている人だったり、あん

まり物は言わないけれども、じっくり話を聞いてみたら、かなり真面目に世の中のことを

見ているということがわかったり、それは言葉を介さないと理解できないわけです。究極

のところ、異文化理解というけれども、コミュニケーション、言語によるコミュニケーシ

ョンを通して、お互いが歩み寄らなければ、このような理解は無理ということで、コミュ

ニケーション能力は重要な要素になります。 
そして、三つ目は、自ら考える力というのが、これからのグローバル市民には欠かせな

いと私は考えています。言葉を変えていえば、批判的思考能力。これは今度の新しい学習

指導要領――お読みになった方はあんまりいらっしゃらないかもしれません。教員でさえ

もあまり読まないのですけれども――、それをよく読みますと、批判的思考能力というこ

とばがたびたび出てきます。それが重要だと言っているんですけれども、実際はどういう

内容かということには触れていません。 
これを英語でいうと、critical thinking です。訳さないでクリティカル・シンキングと

片仮名でいう場合は、シンク（sink）しちゃう。クリティカルに何か沈没しそうに聞こえ

てしまいますけれども、あれは th をきっちり発音して、thinking と言わないと、「思考」

にならないですよね。 
批判的ということですけれども、日本語で批判というと、何かあげつらって悪口を言う

とか、些末な点を取り上げて、相手をたたくみたいな、あんまりいいイメージではない言

葉かもしれませんけれども、英語の critical というのは、そういうことではなくて、むし

ろ建設的に批判する、論理的に相手の言うことをよく聞いていて、しかし、ここはどうな

んだろうということで分析して、そこを話し合っていく、そこで本当に理解が深まるとい

うことなんです。ですから、ある意味で、コミュニケーション能力には、批判的思考能力

が欠かせないわけです。 
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となり、EU の公用語から英語が消えて 23 言語になるわけです。 
もちろん実質的に working language 使用言語として英語は残るかもしれませんけれど

も、official language として残るかというと、加盟国ではないわけですから、完全に離脱

したからには、英語が公用語でなくなる可能性はあるように考えています。 
EU はこの多言語主義を守るために莫大な予算を翻訳と通訳にかけています。全ての議

事録を全ての公用語で書かなければいけない。だから、議事録修正などといっても、何語

では何ページ、何語ではここをこう直すという議論を、通訳者が通訳する。あまりにも煩

雑なので、会議によっては使用言語を少し限定するということもやっていますけれども、

基本的には、理念としては、公用の 24 の言語全てが使えるようになっています。 
それはなぜかというと、人間にとって母語というのは、基本的人権である。どの人にと

っても母語を使うということは、権利であって、大切である。そして、言語の重要性とい

うのは、その言語を話す人間の数によって決まるわけではない。つまり、どんなに少数の

人しか使っていない言語であっても、数が少ないから大事ではないということはあり得な

い。全ての言語は同じ重要性を持つ、同じ価値がある人類の財産である。言語には文化が

不可避である、言語と文化は何としても守らなければいけない人類の宝であると EU は考

えるわけですね。それが、EU の多言語主義です。 
最近日本でもよく聞かれる言葉に、複言語主義というものがあります。大学によっては、

複言語主義を売りにしているところが幾つか出てきています。多くの場合、「おっ、複言語

主義でやっている」などといっても、よく見てみると、単に従来の第二外国語を並べただ

け。普通は、英語はやはり必修で、コマ数、時間数が多いです。そして、第二外国語は、

大学によって、中国語だったり、スペイン語だったり、韓国語だったり、ドイツ語、フラ

ンス語あたり、今それを縮小しつつある大学も多いと思いますけれども、そういうのが日

本の大学の言語教育の実情ですね。 
ところが、ヨーロッパ、特に先ほどご紹介した欧州評議会では、「複言語主義」を掲げ

ています。これは欧州評議会が創った言葉だと言われています。自分の母語以外に二つの

言語を学びましょう、ということ。その二つというのは、何の言語でもいいのです。「英語

をやりましょう」とは一切言っていません。むしろ自分の国に少数言語があったら、その

言語を学ぶのでもいい。 
例えば、スペインの場合。スペインの公用語はスペイン語です。でも、国の中にバスク

語やカタルーニャ語などがあるわけで、そういう言語を学んでもいい。自分の母語以外に

二つの言語を学ぶ。それをばらばらに学ぶのではなくて、相互に関連するように学んで、

新たなコミュニケーション能力をつくりましょうという理念なんですね。 
その目的は、違う言語を学ぶということは、違う文化であり違う世界観を学ぶことにつ

ながる。そうすると、異質な他者の言語と文化を学ぶことによって、その人は視野が広が

り豊かな人間になる。そして同時に、相手を理解しようとする態度が生まれる、そういう

6 

しかし、これが極めて難しい。いくら英語を勉強して、いろいろな言い方、表現などを

暗記して、一見使えるようになったとしても、批判的に物事を考える力は、本人が自ら考

えるわけで、本人の努力によって培うしかないんです。ハウツーではできないんです。 
これはどういうところからできるかというと、結局は自律性に行き着くんですけれども、

話がそこに行く前に、少し寄り道かもしれませんけれども、このような価値観で教育を考

えている、特に言語教育について考えている欧州評議会の政策をご紹介したいと思います。 
 
３．欧州評議会の言語政策 ―― 多言語主義と複言語主義 

欧州評議会というのは、組織としては EU と全く別なんですけれども、理念としては

EU の理念と共通性を持っています。【2】 欧州評議会の言語政策の根幹をなすのは、こ

こに挙げたことです。「多様な言語と文化の豊かな遺産は価値のある共通資源であり、保護

され、発展させるべきもの」である。そして、ここからが重要なんですけれども、「その多

様性を、コミュニケーションの障壁ではなく、相互理解へと転換するのは教育である」。 
普通、言語がたくさんあるというと、ああ、それはまずいでしょう、相互理解は難しい

から、共通語があったほうがいいでしょうということで、力の強い言語が共通語として機

能するわけですよね。かつてはラテン語であったし、一時期はフランス語であった時代も

ありますけれども、今は英語ですよね。しかし、そうではないというのが現在のヨーロッ

パの見方です。 
ここでご紹介したいのですが、EU は多言語主義という考え方をとっています。【3】 英

語では multilingualism といいますけれども、これは、いろいろな言語が幾つも共存して

いる状態を指しています。そして、EU はそのような状態を理想と考え、目指しています。

これが国連との大きな違いです。国連は、はっきり言ってしまって、第二次世界大戦の戦

勝国の言語をそのまま公用語にしていて、あとはアラビア語などを追加しています。日本

は一時期、常任理事国となって日本語を公用語にしたいと随分願って、国連で運動しまし

たけれども、全く無理でした。それは全く受け入れられなくて、今はもうその運動もやめ

てしまったと思いますけれども、基本的には戦勝国である５カ国の言語が公用語となって

いて、どの加盟国もそれを軸にしてやらなければいけない。 
ところが、ヨーロッパ──EU では違います。全加盟国、今は 28 カ国ありますけれども、

その加盟国が「自分の国はこれが公用語です」と申請した公用語は、全部 EU の公用語に

なるんです。 
ですから、EU のホームページをごらんいただくと、24 言語全てで書かれています。そ

して、EU の市民に対して、この 24 言語ならどの言語でもいいから、何か意見があったら、

ご自由に自分の言語で投稿してくださいということも書いてあります。 
加盟国が 28 で公用語が 24 ですけれども、これは複数の加盟国が同じ言語を使っている

場合があるので、そういうことになっています。英国が離脱しますと、加盟国は 27 カ国
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気持ちが生まれる、意識が生まれる。それが相互理解へつながって、ひいては平和が維持

される、という考え方です。 
ちなみに、東アジアは今なかなか怖いことになっていますけれども、ヨーロッパに行く

と、平和とか相互理解ということを日本の何倍も日常的に話すんです。それは、第二次世

界大戦の反省に基づいています。第一次世界大戦がヨーロッパで起こってしまった、そし

て第二次世界大戦がまたもやヨーロッパで起きてしまった、そのような過ちを二度と繰り

返さないために何が必要かというと、相互理解であり、お互いに理解することによって、

平和をつくっていくという意識なんです。 
第二次世界大戦が終わったすぐ後に何が行われたかというと、ヨーロッパというのは、

ドイツとフランスが敵対し合うと戦争になってしまう。ですから、ドイツとフランスが仲

よくやっていくことに非常に神経を使っていて、まずお互いに若者を留学させあうという

ことを、両政府が行った。それも観光ではなく、家庭に入って学校に通うという、その国

の文化をよく理解できるような留学制度を設けて、ドイツの生徒がフランスに行く、フラ

ンスの生徒はドイツで学ぶというようなことを行って、お互いが理解する努力を続けてい

るという話を聞きました。 
そういうことで、平和を念頭に相互理解を求めていくわけですけれども、もう一つ複言

語主義で重要なのは、言語というものは、生涯をかけて学ぶものである、そして、また生

涯をかけて学ぶのにふさわしいものであるということで、学校教育だけで終わらないもの

だということを言っているんです。そのためには何が必要かというと、自律した学習者を

育てなければいけない。つまり、学校を卒業した後も、学習者は自らの力で――何を学ん

でいるかはその学生によりますけれども――学んでいる外国語を継続して学び続けなけれ

ばいけない。そのためには、自律性を涵養しなければいけないのであって、それも、教師

の責任の一端であるという考えなんです。 
 
４．複言語主義の具現化 ―― CEFR の策定 

ただ、複言語主義というのは理想です。言語教育に関する思想です。それだけでは理想

で終わってしまいます。そこでその思想を具体的にしたのが CEFR というものです。

Common European Framework of Reference for Languages といいます。「外国語の学

習、教授、評価のための欧州言語共通参照枠」というものです。【4】 
これは文部科学省も、今度の学習指導要領に入れかけたのですけれども、CEFR という

壮大な言語教育理念を十分に咀嚼しているとは思えないやり方で、消化不良のまま導入し

かけていると私は考えておりまして、今度、1 月にちくま新書から出版する『英語教育の

危機』には、そのことを書いています。 
実は CEFR というのは非常に難しいものです。本は各言語で出ていますし、インターネ

ットから無料でダウンロードすることもできるんですけれども、40 年近くかけてヨーロッ
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パがつくり上げただけあって、寝転がって読んで、ふん、ふん、ふんというわけにはいか

ないんです。やっぱり座り直して、きちんと読まないと理解できない。 
それをごくかいつまんで、特徴だけご紹介しておきますと、これは複言語主義を具現化

するためにつくられたもので、個別言語にとらわれずに、全ての言語に応用可能です。日

本語教育も CEFR に基づいて教育、評価を行っています。 
それからもう一つの特徴は、自己評価です。学習者が自分で評価することもできるし、

もちろん教員が客観的に見て評価することもできます。ここで評価する技能の内容ですけ

れども、普通、外国語教育では 4 技能ということが言われています。読んで聞くという受

容能力、そして書いて話すという能動的な発信能力、この 4つと言われているわけですね。

ところが、CEFR の場合、「話す」という技能を二つに分けて考えているんです。ですか

ら 5 技能ということになります。 
どういうことかと言いますと、話すという技能のうち、まず一つ目は spoken production、

これは私が今皆さんにお話ししているような、一方的なスピーチ、発表、プレゼンテーシ

ョンのことです。もう一つは、spoken interaction（やりとり）です。相互行為としての

言語使用です。これは、相手がいてのコミュニケーションなので極めて難しいんです。 
例えば、スピーチコンテストなどを見ていますと、高円宮杯などは大変にレベルが高い

ですから、もう中学生のうちから見事なスピーチをします。高校生も、私は全国高校生英

語スピーチコンテストの審査員長を最初からやっていますけれども、決勝大会に出てくる

ような高校生は、もう本当に文句のつけようがないですね。文法の間違いは一つもありま

せん。英語の話し方も流暢です。見事なものです。 
ところが、例えば、大学のスピーチコンテストなどで、スピーチが終わった後に Q&A、

質疑応答の時間を設けて、審査員が質問して、それに答えるという時間を設けている場合

があります。これを見ていると、多くの場合、見事なスピーチをした出場者が、質疑応答

となるとガタガタガタッ、となる。「あー、うーん、あー、you know、あー」と、もう見

ていてかわいそうなくらいになるんです。 
もちろん質問は事前に教えていませんから、自分のスピーチについての質問なんですけ

れども、やっぱり慌ててしまうんです。事前に用意ができない。相手が何を言うかわから

ない。これが interaction の難しさです。でも、それができなければ、コミュニケーショ

ンができるとは言わないんです。暗記して練習してきたことをお互いが話し合っていたら、

これは全くコミュニケーションではない。一方通行なわけです。 
本当の意味でのコミュニケーションというのは、interaction、その時その場限りの相手

と自分との丁々発止のやりとりですよね。どこからどんな声が飛んでくるかわからないけ

れども、それを発止と受けとめて、投げ返す。相手もそれを受けとめて、投げてくるとい

うやりとりが成立しないと、相互理解にまでは至らない。でも、これは非常に難しい。と

いうことで、CEFR では、やりとりを別の技能として考えているので、結果的に 5 技能と
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ットから無料でダウンロードすることもできるんですけれども、40 年近くかけてヨーロッ

9 

パがつくり上げただけあって、寝転がって読んで、ふん、ふん、ふんというわけにはいか

ないんです。やっぱり座り直して、きちんと読まないと理解できない。 
それをごくかいつまんで、特徴だけご紹介しておきますと、これは複言語主義を具現化

するためにつくられたもので、個別言語にとらわれずに、全ての言語に応用可能です。日

本語教育も CEFR に基づいて教育、評価を行っています。 
それからもう一つの特徴は、自己評価です。学習者が自分で評価することもできるし、

もちろん教員が客観的に見て評価することもできます。ここで評価する技能の内容ですけ

れども、普通、外国語教育では 4 技能ということが言われています。読んで聞くという受

容能力、そして書いて話すという能動的な発信能力、この 4つと言われているわけですね。

ところが、CEFR の場合、「話す」という技能を二つに分けて考えているんです。ですか

ら 5 技能ということになります。 
どういうことかと言いますと、話すという技能のうち、まず一つ目は spoken production、

これは私が今皆さんにお話ししているような、一方的なスピーチ、発表、プレゼンテーシ

ョンのことです。もう一つは、spoken interaction（やりとり）です。相互行為としての

言語使用です。これは、相手がいてのコミュニケーションなので極めて難しいんです。 
例えば、スピーチコンテストなどを見ていますと、高円宮杯などは大変にレベルが高い

ですから、もう中学生のうちから見事なスピーチをします。高校生も、私は全国高校生英

語スピーチコンテストの審査員長を最初からやっていますけれども、決勝大会に出てくる

ような高校生は、もう本当に文句のつけようがないですね。文法の間違いは一つもありま

せん。英語の話し方も流暢です。見事なものです。 
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質疑応答の時間を設けて、審査員が質問して、それに答えるという時間を設けている場合

があります。これを見ていると、多くの場合、見事なスピーチをした出場者が、質疑応答

となるとガタガタガタッ、となる。「あー、うーん、あー、you know、あー」と、もう見

ていてかわいそうなくらいになるんです。 
もちろん質問は事前に教えていませんから、自分のスピーチについての質問なんですけ
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ンができるとは言わないんです。暗記して練習してきたことをお互いが話し合っていたら、
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と自分との丁々発止のやりとりですよね。どこからどんな声が飛んでくるかわからないけ

れども、それを発止と受けとめて、投げ返す。相手もそれを受けとめて、投げてくるとい

うやりとりが成立しないと、相互理解にまでは至らない。でも、これは非常に難しい。と

いうことで、CEFR では、やりとりを別の技能として考えているので、結果的に 5 技能と
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いうことになるわけです。 
ちなみに、2020 年以降の新しい学習指導要領の英語の部分を見てみますと、5 技能にな

っています。interaction が入っています。しかし、これをどう指導したらいいのかという

ことには触れられていません。英語の先生たちは大変なことになりますね。 
さてこの 5 技能ですが、これを部分的な能力として評価することが可能なんです。つま

り、ある言語が「できる」とは言っても、読むことはできるんだけれども話せない、聞い

てある程度わかるけれども読めないなど、いろいろですよね。流暢に話すんだけれども、

書くのはちょっと無理という人もいるでしょう。 
ノーベル文学賞を受賞したカズオ・イシグロさんは、長崎に生まれて、5 歳までは長崎

で育ち、それから英国に渡って、最初は一時期の滞在のはずだったのが、結局市民権を得

て、英国人として生きているわけです。英国の人たちは、カズオ・イシグロといったら、

英国の作家だと考えています。 
例えば、『日の名残り』“The Remains of the Day”のような作品を読むと、本当に英国

人が書いたとしか思えないような英国の雰囲気が漂っているんです。ただ、作品によって

は、長崎を舞台にした処女作などを読むと、日本らしさもちょっと出てくるんです。 
聞くところによると、カズオ・イシグロ氏は、インタビューは全部英語で答えています

ね。日本語はある程度理解できるようですが、決して日本語では話さず、英語で答える。

このように、言ってみれば、日本語能力として、聞く力はそこそこあるけれども、話す力

は全くないというように、人によって能力のでこぼこがある。そうしたでこぼこの部分を、

そのままきちんと評価することができるように、評価の枠組みがつくられているわけです。 
その評価では、できないことは言わないんです。「何ができないか」ではなくて、「何が

できるか」。例えば、「簡単な新聞記事なら、辞書を引けば英語で読んで内容を把握できる」

というように、何かができるという記述文をつくっていって、それが該当するかしないか

ということで、大まかなレベル分けをしています。 
これは能力記述文、英語では Can-Do statements と呼んでいて、文部科学省は何だかこ

れに引かれたらしくて、数年前から CAN-DO と盛んに言っています。公立高校の先生方

は「CAN-DO って何？」と言いながら、関係代名詞が使えるかどうかの記述文などを入れ

た CAN-DO リスト 2をつくっていますけれども、実は、CEFR が狙っているのはそういう

ことではなくて、肯定的かつ質的な評価をしようとしているんです。その人の能力を、細

かく、いろいろな面から見て、書く力はこのくらいある、話す力はこのくらいだというこ

とを、本人も、教える側も見極められるような評価の枠組みとして使うことが狙いです。

数値では出さない、ということが重要なんです。「何ができるか」3ということなのであっ

て、「何点」というような、数字では出さない。 

                                                
2 文部科学省は CAN DO と表記。 
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これは、各教育機関の教育目標に合わせても使うことができます。数字では表さないん

ですけれども、熟達度を 6 段階で評価して、A1、A2 は Basic User。Independent User
というのは B1、B2 で、これが中間とされていますけれども、B2 というと、相当できる

ほうです。C1、C2 の Proficient User となると、コミュニケーションが自由にできるレベ

ルです。ちなみに、数年前、ある科研費の研究で調べた結果、日本人学習者の大半は A レ

ベル、B はほとんどいないという結果が出ています。道遠しという感じですね。 
 
５．自律性（autonomy）とは何か 

先ほども少し述べましたが、CEFR では生涯学習ということを言っていますし、また、

自律性ということを強く言っています。ちなみに、CEFR では母語を活用することももち

ろん許容していて、翻訳をすることによって、二つの言語の違いが分析的に理解できると

いうことも言っています。そこから今は、TILT──Translation and Interpreting in 
Language Teaching、言語学習における通訳・翻訳の導入ということが、海外では盛んに

研究されています。 
さて、CEFR も重要視している自律性です。【5】英語で autonomy といいますけれども、

おそらく、ここにいらっしゃる方が今後自律性に興味を持たれて――この建物の中には図

書館もありますから、それではさっそく図書館に行って専門書を読もう、などという先生

なり学生さんがいらっしゃるとして、実際読んでみますと、本によって、それぞれ違うこ

とを言っています。 
例えば、自律性の「リツ」の字も、「立」という字を書いて「自立」とすることを好む

研究者もいますし、autonomy と independence の違いを問題にする研究者もいます。そ

の中で最も多く引用されているのが、Holec という人の本で、1981 年ですから大分古い文

献ではあるのですが、この人の本を今買おうとすると、2 万円以上します。 
その人が言っているのは、自律性 autonomy というのは「自らの学習に責任を持つこと

ができる能力」である。私はこの定義を採りたいと思います。そして、自律性は、

independence よりは autonomy、自分で自分を律する力ということで、「自律」という「律」

の字にしたいと、これは私の個人的な、勝手な趣味ですけれども、そういうふうに使って

います。 
これに関係する要素として四つあります。そのうち三つは、自律性を養っていく上で考

えなければいけないこと、そして四つ目が批判的思考、これは先ほど申しましたように、

非常に重要な部分ですけれども、自律性を育むことによってしか可能にならないと考えら

れています。順に説明いたします。 
 

                                                                                                                                          
3 Can Do と CEFR は表記。 
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2 文部科学省は CAN DO と表記。 
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６．自律性の涵養のために―― (1) 動機付け 

まず、動機付け motivation です。数十年来、心理学では動機づけについての研究がさ

まざまに行われています。どうやったら学習者の意欲を喚起することができるか、何が動

機付けになるかというのは、それがわかったら教師としてはありがたいですよね。これを

やればやる気を出すというものがあれば、それをやればいいんですから。ところが、どう

も人間というのは摩訶不思議な生き物で、一朝一夕には、一筋縄ではいかないんですね。 
一時期は、ある文化に好感を持つと、その国で使われている言語に対して興味を持ち学

習意欲を持つ。だから統合的動機が重要だと言われました。道具的動機、例えば試験に役

立つとか、TOEFL のスコアを上げると給料が上がるみたいなものは、短期的にはいいけ

れども長続きしない。長続きするのは、その言語が使われている国への愛情であるとか、

親近感であるとか、魅力である、という考えもあったのですが――いまだにそれを正しい

とする研究もあるんですけれども――その他にもいろいろと出てきています。それだけで

はない。 
いろいろな意見がある中で、何が意欲を喚起するかというと、結局は内的な動機である。

つまり、外的に与えた刺激というのは、なかなか内的に火をつけるまでにいかない。とこ

ろが、一旦学習者の内部で火がつくと、それがエンジンとなって、その学習者はわあっと

やり出す。これは、おそらく教育に関わっている方々はわかると思いますが、その場がど

のような場であれ、学んでいる人たちがちょっとしたことからやる気を出す、そうすると

化けるんですよね、若い人たちが――まあ、若くなくても化けることはありますが。人間

が本気になってやろうと思うと、こんなに力が出るのかと思うほどにやって、本当に成し

遂げるということがあるんですね。でも、それは外から与えられるものではなくて、「何か」

が、その人の中にあったもののスイッチを押すんですね。その「何か」ということがよく

わからない。 
どうやったらやる気を起こすのかというので、修士論文を書いていた大学院生がそうい

う研究をしたので、私もいろいろ調べたりしましたけれども、なかなか、これぞというも

のはない。当たり前かもしれません。なぜかというと、人はそれぞれ違うものであって、

どういう勉強の仕方が合っているかということも、本人も気づかない場合もあります。教

師がいくら教えても、それをやらない、やりたくないということもありますよね。 
 
７．自律性の涵養のために―― (2) メタ認知＝学習ストラテジー 

二つ目ですが、動機付けとも関連するんですけれども、メタ認知ということがこの頃よ

く言われています。これは、自分が今学んでいることを客観的に外から自分自身で振り返

ってみるという力です。自分を客観視することができる力が備わっていれば、学習の方策、

攻略、学習の仕方というものも、自分自身に合ったものを試行錯誤しながらつくり出して

いくことができます。これができるようになったら、しめたものなんです。自分で「こう
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やるかな？こうやったらできるようになるかな？」と、あれこれ試してみて、これだとい

うことで突き進んでいくと、成果が挙がる。そうすると、ますますやる気が出て、ああ、

これでいいんだ、じゃ、これで行こう、ということで突き進む。ところが、あえて申し上

げますけれども、英語の場合、学習ストラテジーに自律性を持っている学習者が本当に少

ないんです。 
ちょうど昨日、私はある出版社の編集者と打ち合わせしていたんです。もちろん出版社

にしても、編集者にしても、売れる本をつくりたいわけですよね。ところが、売れている

本のタイトルを見てみますと、ご存じでしょうか、英語に関して一番売れるのは「こうす

れば TOEIC は何百点いく」みたいなのが売れます。それから、今一番、何万部と売れて

いるのが、『難しいことはわかりませんが、英語が話せる方法を教えてください！』という

タイトルです。実は私は今年の 2 月に『話すための英語力』という本を講談社現代新書か

ら出したんですが、それには難しいことが書いてあるんです。interaction というのはそも

そも何かとか、社会言語学のハイムズはこう言っているとか、考えなければいけないのは

相手や場であるとか、そんなことを書いてあるので、もしかするとこれは私に対する皮肉

かなと思ったんですが――ともかく、「難しいことはわかりませんが、しゃべれるように教

えてください」ということですよね。 
もう一つ、同じくらい売れているのが、たった 3 語で英語はしゃべれる、伝わるという

ような本が出ていて、そこで例として出しているのが――私はこの本を読んでいないんで

すけれども、編集者の言うことには「帯だけ読んだんですが、普通日本人は、私は英語を

教えていますと言うときに、I am an English language teacher という。6 語も費やして

いる。でも、ネイティブは I teach English と 3 語で言っている。それでいいんだ」と。「全

部それです」と言っていましたが、でも、多分読むと元気が出るんでしょうね。「3 語で伝

わるならそれでいいじゃないか」ということになるんです。 
けれども、先ほどご紹介いただいた『本物の英語力』という本で私が書いたのは、「ど

うやって学習するべきか」ということなんです。それも言ってみればややこしいことを書

いたんです。Amazon のレビューで、コメントがつきますよね。真っ先についたコメント

は、「学習の仕方というけれども、どうやったら話したらいいかということを、例を出して

もうちょっと手っ取り早く教えてほしい」というようなことでした。つまり、英文を書い

て、「こう言えばいいんですよ」と、そういうことを教えてほしいようなんです。でも、そ

れでは応用が利きません。そんなものをいくら暗記しても、相手がそれに合わせてくれな

かったら話にならないわけですから、暗記したパターンは使えないことのほうが多い。む

しろどのようにして勉強するかが大切で「語彙を増やして表現力をつけていくほうが使え

るようになるんだ」ということを書くと、あまり受けないのですね。 
学習ストラテジーを、自分で編み出すことが重要なんです。自分がどういうタイプか。

例えば、後ほど協同学習の話をしますけれども、私自身は一匹狼と言ったらいいのか、ひ
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例えば、後ほど協同学習の話をしますけれども、私自身は一匹狼と言ったらいいのか、ひ
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とりでやるのが好きなんです。それと、やっぱり書きます。読んで、書かないと、頭の中

に入ってこないタイプです。だから、「話すためには、よく聴いて、それを話せればいいん

だ」と言われても、私はだめなんです。読んで、聞いて、書いて、言ってみて、というサ

イクルにしないと、私は単語も入って来ない。それは、そういうタイプなんです。そうで

はないタイプの人は、また違った勉強の仕方をすればいいと思います。 
 
８．自律性の涵養のために―― (3) 社会的コンテクスト＝相互行為 

三つ目に挙げられるのが、社会的コンテクストです。【6】つまり、言語を使うのは、先

ほど申し上げましたように、相互行為 interaction ですから、周りの状況によってどうな

るかということも判断に入れる力をつけておかないと、自律性を育むことはできないとい

う言い方もできるんです。佐藤学さんという方は――以前は東京大学の教育学部、今は学

習院大学に移られましたが――、こういうふうにおっしゃっています。これはまさしく学

ぶということが相互行為であるということを表わしています。「あらゆる学びは新しい世界

との出会いと対話」であると。どういう意味の対話かというと、まず「対象」というのは

学ぶ対象です。英語学習だったら英語が対象です。それから「他者」というのは、その学

びに関わっている自分以外の人たち、教える教師や一緒に学んでいる友達、同級生だった

りします。そして「自己」。「対象・他者・自己との対話」をするのが学びです。 
そうした「対話」を通じて、学ぶことの意味、学んでいる対象、周りを取り囲んでいる

他者との関係性を編み直していく。だから、学ぶということそれ自体が対話であり、基本

的には協同であるべきものなのだということで、佐藤学さんは、「学びの共同体」というこ

とをしきりにおっしゃっているんです。 
私は、先ほど、ひとりで学ぶのが好きだと申し上げました。そういう私は、実は協同学

習というものについては、長い間どうなのかと思っていました。協同学習で自律性を涵養

するということに対して、甚だ大きな疑問を持っていました。 
ところが、どうもそうではないようですね。スライドの一番上に書いておいたのは、ヴ

ィゴツキーからとったものです。ヴィゴツキーの最近接領域理論に基づく言語学習を考え

ると、ヴィゴツキーは、言葉を学ぶということについて言っているわけですけれども、「周

囲との相互行為を通し、一人では到達できない領域に達する」ということなんです。 
例えば、本当に幼い子どもが――1 歳児から 2 歳児くらいにかけて、もちろん赤ちゃん

のときも含めて――どうやって母語を獲得していくか、というのを見ているとよくわかり

ます。つまり、ひとりで、何となく、母語がポンとできるようになるのではないわけです

ね。身の周りの大人が話しかけてくる言葉を聞いて、それに返事はできないけれども、明

らかに吸収しているんです。そしてやがて時が経つと、それに対して「ああ」とか「うう」

とか反応するようになります。それが 1 語になり、2 語になり、2 歳を過ぎたころから三

つくらいの単語をつなげて、何とか周りの人と意思を伝達し合ったりできるようになる。

15 

2 歳児でも自分の考えを表明しますよね。 
もちろん、例えば日本人の子供だったら、日本語としては不完全です。でも、否定形も

使うことができるし、要求もできます。「何々したい」とか、ママに、「抱っこしたいの」

とか、「パパじゃ嫌」みたいなことも、2 歳児になると言えるわけです。 
そのように日本語ができてくるというのは、どうやって学んだかというと、周囲とのや

りとりで、ああ、これは、親は言わない言葉だけれども、この間おばあちゃまのうちに行

ったときに聞いたかな、親戚のうちに行ったときにいとこが言っていたなとか、そんな言

葉をぽっと使ったりして、そうやって学んでいく。 
言ってみれば、周りの人は期せずして足場づくりを手伝っている。足場 scaffold といっ

ていますけれども、一人前になる前に、例えば自転車に乗るとき、いきなり二輪車で走ろ

うとしてもなかなか難しい。だから、最初はちょっと補助輪をつけたりしますよね。でき

るようになってからそれを外して、最初は親が後ろを支えてあげていたりする。でも、や

がてそれも要らなくなって、今度は自力で走るようになる。そこに行くまでは、ちょっと

した足場かけ、足場づくり、あるいはちょっとした支援が必要になる。それが、ここで言

っている「相互行為」ということなんです。それを狙っているのが協同学習です。つまり、

「学び合う関係」を築く中でどうしても他者と対話することになって、それが逆に自己を

見出すことにつながる。だから、協同で学ぶことによって自律性を身につけるようになる

ということなのです。 
これは、理念としてはわかるんですけれども、実際にやってみると、なかなか苦労する

と思います。一つには、特に外国語教育、その中でもとりわけ英語教育では習熟度別クラ

ス編成、あるいは進度別クラス編成というのが、中学校、高校、大学と当たり前になって

います。それが、協同学習と整合性があるのかという問題を生みます。 
協同学習というのは、もう少し詳しく特徴を言ってみると、まず参加している学習者が

相互に助け合うということを前提にしています。【7】というのも、どんなにできる学習者

であっても完璧な人はいない。 
例えば、英語の場合、帰国子女はネイティブスピーカーのようにしゃべる。だから、で

きない人と一緒にしたらまずいんじゃないかと考えますね。でも、実をいうと、帰国子女

は 5 技能全てにおいて完璧とは限らないんです。確かに話すことは流暢で、日本だけで学

んできた生徒や学生と比べれば雲泥の差ですけれども、実は、読む力はそれほどないとか、

書く力には自信がないという帰国生はいくらでもいます。話すことは全然自信がなくてだ

めです、と言っている日本人学生の中にも、読むことは大丈夫という学生もいる。ですか

ら、先ほど CEFR の説明で、技能のでこぼこを認めるということを申し上げましたけれど

も、このような技能別のでこぼこというのは、必ず存在するんです。そういうところを、

相互に補完し合うということは可能であると考えることができます。 
協同学習では、全員が平等に参加します。それぞれが個人の責任を持ち、あえてリーダ
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ーをつくらないんです。と言っても、放っておくとリーダーができますので、リーダーが

できないように、例えば、理想的には 1 グループ 4 人くらいにしておく。4 人くらいだと

遊んでいる人がいなくなるんです。これが 6 人や 8 人となってくると、何にもやらない人

が必ず出てくる。そして仕切り役が出てくる。そうではなくて、みんなで役割分担をする。

しかも時々メンバーを入れかえる。いつも学期を通して同じグループではなく、時々入れ

かえていくことも必要になってくるんです。 
それはなぜかというと、多様性が必要であるから。同じような能力の同じような人たち

が集まってやったほうが効率はよさそうに思いますけれども、それでは多様性を確保した

ことにはなりません。 
多様性を確保することの意味というのは、異文化理解教育の視点からいうと、現実社会

の縮図の中で学ぶことが大事だということにあります。つまり、どんなに同質な人たちを

集めて、優秀な人は優秀な人向けに、だめな人にはだめな人なりに、という感じで教育し

たとしても、卒業して社会に出てみると、そんなわけにはいきませんよね。優秀な人だけ

が集まって仕事をするというわけにはいかない。どんな仕事であっても、さまざまな人が

いて、怠け者もいれば、やたら頑張る人もいれば、うるさ方もいれば、訊かれない限り意

見を言わない静かな人も、いろいろいますよね。 
いろいろな人たちと何とか折り合いをつけてやっていくのが、実は異文化コミュニケー

ションの能力です。異文化コミュニケーション能力というのは、何も、外国の人と何とか

相互理解を図りましょうということだけを問題にしているのではなく、日本の中でだって、

自分の国・自分の社会の中で同じ言語を話す人同士であっても、いろいろな違いがある。

そこで異文化コミュニケーションが必要になってくるわけです。 
この会場にお集まりの方々を見ただけでも、相当に多様でしょう。男女の違い、年齢の

差、おそらくお仕事もさまざまでしょう。教える立場の方もいらっしゃるかもしれないし、

学ぶ立場の方もいると思います。そういういろいろな人たちがいる、多様性に満ちた社会

でやっていく上では、協同学習のような多様な人たちが集まって助け合うという学び方が、

将来への一つの参考になるということもあります。 
協同学習というのを、実は自分でも少し試してみて、見学にいったりもして、ひとりで

勉強するのが好きな私も、やっぱりこれはなかなかいいことかもしれないと思っています。

いろいろな人たちが話し合いながら、一つのプロジェクトを仕上げていく。そこでさまざ

まな意見と出会い、そこをどう押さえていくか、落としどころを見つけて、一つのものを

つくり上げていく。これはプロジェクト・ベースの学習ということもできるし、いま流行

りのアクティブ・ラーニングということもできますね。 
アクティブ・ラーニングという言葉が、学習指導要領に最初は入っていたんですけれど

も、批判があったので、文部科学省は土壇場でこれを取り下げて、「主体的・対話的で深い

学び」という言い方に変えました。それが、どの科目にもたくさん出てきますけれども、

17 

「主体的・対話的で深い学び」をするために協同学習を行うと言いますけれども、実際に

見ていると、多くの場合、単にグループ活動をさせているだけです。これは協同学習では

ないですね。 
一番安易にやっているところは、「はい、グループに分かれて。6 人ずつくらいかな、好

きな人で集まって、はい、始め」「じゃ、これについて話し合って、10 分あげるから、そ

うしたら、だれか代表が報告して」と言うと、ごちょごちょとしゃべって、大体は仕切り

役が仕切って、「おまえ、英語がうまいから、発表しろよ」といって前に出される。放って

おくとそういうことになるんです。 
でも、これでは全く協同学習にはなっていない。協同学習の、マイナス点といったらい

いかも知れませんけれども、苦労するところは、教師にとっては負担が大きい。大体、教

育というのは、学生・生徒にとっていいことは、教師にとって負担が大きいものなんです

よね。生徒や学生のために良かれと思うと、教師は相当な負担を強いられます。でも、そ

れは目に見えないんです。授業中には目に見えません。その授業に向かうために、どれだ

けの準備を費やしたかということになるわけです。それから、見ていないようでちゃんと

見ていて、すっと入っていくということが重要になるんですが、これもまた後で触れます。 
 
９．自己効力感（self-efficacy）の大切さ 

先ほど申し上げましたが、英語教育の場合には、どうしても中・高・大学を通して、生

徒・学生たちは習熟度別クラスに慣れています。能力別、進度別、呼び方はさまざまです

けれども、要するに、多くの場合、外部試験のスコアで分けることが多いですね。つまり

は、英語力で輪切りにしているんですけれども、本当に輪切りになっているのかという問

題はあります。 
これは、ある私立大学でのことですけれども、附属高校があります。附属高から上がっ

てくる学生、新入生たちは、プレースメント・テストによって上から順番に分けられると

知っていて、しかも最上級クラスは、教科書も違って、相当に負担が重い。かなりなこと

をやらせるということを、先輩から聞いて知っているんです。そうすると、どういうこと

が起きるかというと、わざと点数を低くする。できるのに、あえて下に行く。楽しくやり

たい。そうすると、本当に英語力で輪切りになっているかというと、全然なっていないん

です。そういうことが、一つあります。 
それから、ある程度輪切りになっていたとしても、私も経験がありますけれども、クラ

ス分けをしたとして、もちろん大学側は「このクラスは下のレベルで……」などというこ

とは一つも言わないで、A・B・C・D だか何だかクラス名の付け方も工夫して、わからな

いようにはしているんですけれども、言わなくても学生は鋭いです。すぐ見抜きます。そ

して、下だとされるクラスに行くと、もう雰囲気が何といったらいいのか、よどんでいる

んです。「どうせおれたち、できないもん」という投げやりな感じです。そういう学生たち
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にどうやってやる気を起こさせるか、最初から投げている学生たちにどうやってやる気を

起こさせるか、というところで半年は費やしますね。それを見ていると、これでいいのか

なと。本当はやる気があったかもしれない学生を、潰している可能性がないだろうかと気

になります。 
学生たちは慣れてしまっているので、文句は言わないですね。中学の頃から慣れ切って

います。中学から下、高校でも下、そして大学でも下となると、もうある意味で割り切っ

ていて、「いいんだ、卒業しちゃえばいいんだ、英語なんてできなくたっていいさ、関係な

いもん」と言う。それが 3 年生くらいになると、「えっ、TOEIC の成績が悪いと就活だめ

なの？」「えっ、どうする！」みたいなことで、それで TOEIC 本が売れるわけです。 
こうしたやり方が、果たして効率がいいのか、あるいは教師にとって指導しやすいのか

というと、私はそうでもないと思っています。効率がいいというのは、つまり、能力別ク

ラスに応じて指導方法を変えれば、それだけ伸び率が上がるということだと思いますが、

私の知っている限り、これについての研究はあまりないのですけれども、読んだ限りでは、

習熟度別にしたから上がったという研究成果はあまりないようです。そういうふうに見え

るだけのこと。つまり、幻想ですね。 
それでは、教師にとって指導しやすいのかというと、もちろん教師にとって、「できる

クラス」はやりやすいです。「これをやっておきなさい」と言うと、できる子はもう言われ

なくたって、モチベーションがあって、動機付けがあって、意欲に満ちあふれているわけ

ですから、やってきます。放っておいてもやります。 
問題は、できる一握りの学生たち、つまり放っておいてもできる学生が 1割いるとして、

それでは残りの 9 割をどうするかということ。そのうち真ん中あたりの層が厚いわけです

が、ここはやりようによっては、何とか火をつけることができる。下とされてしまった学

生たちは、大学までそれでずっと来てしまっていると、もう染みついた観念、「自分はでき

ない」という意識が強いですから、なかなか難しいです。 
スライドには書きませんでしたけれども、自律性を涵養するときに非常に大きな要素と

なるのが、自己効力感ということです。self-efficacy といいますけれども、「自分はやれば

できるんだ、自分はこれができるんだ」という、自分に対する自信です。「私は何をやって

もだめなんだ」ということだと、何にもやる気が起こらないということになってしまうの

で、何か一つでいいから、好きなものを見つけることがきっかけを生むことがあります。 
私が一番心配するのは、進度別にした結果として、学習者間において優劣の意識が生ま

れることです。英語の場合は「英語ができる人が偉い、英語の成績がたまたま悪い人はバ

カ」。これは学生や生徒が自分で言います。中学生が言います。「私は英語ができない、バ

カです」と、中学 1 年生から言われた経験が何度もあります。 
私は、中学生に対する講演の依頼を、何度かかなり意識的にお受けして行ったことがあ

るのですけれども、中学生に対する講演というのは非常にやりにくいんです。というのは、
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見ているとわかるんです。9 割方がもうやる気を失っている。英語嫌い。特に公立の場合

はそうです。だから、そっぽ向いている感じが見てわかるんです。もちろん、「今日は東京

から英語の先生が来ますから、みんなちゃんと聞くんですよ」と先生から言われています

から、ちゃんと前を向いて、先生に起立、礼と言われるとちゃんと立って礼をして、座り

ます。お行儀もいいです。でも、見ていてわかります。つまらないと思っているんだなと。

「えっ、1 時間もしゃべるの、このおばさん」という感じで、どうやってやり過ごすかと

いう感じが見えるんです。私はそれがわかったので、次の学校では、アンケートを渡して、

聞きたいことを事前に出してもらって、それに答える形で講演をしたことがあります。 
びっくりしたのは、一番多かったのが「英語が嫌いです、どうしたら好きになれますか」。

二番目に多かったのが「英語は暗記科目なので苦手です」。えっ、英語が暗記科目？ その

あとを読むとわかるんです。「単語を暗記できません。先生は暗記しろと言うけど、暗記で

きません。どうしたらいいですか」。この二つが圧倒的に多かったのです。あとは、開き直

った意見もありました。「日本にいるのにどうして英語をやらなければいけないのか、わけ

がわかりません。外国に行きたい人だけがやればいいと思います」。そういう言葉に対して、

私は、そうじゃないんだという話をゆっくりとしていくわけです。 
まず、「英語は暗記科目ではありません」と言うと、「この人はうそを言っている」とい

う感じで見てきます。だから、「覚えようと思ったら、忘れるから、覚えてはいけません。

覚えようと思わないで、声に出して教科書を読んでみて」と言います。今の教科書は、実

はあんまり内容がないので、声に出して読むにふさわしいかというと、ちょっと考えてし

まうのですけれども、中学生にそんなことを言ったら、身もふたもないですから。「あなた

の使っている今の教科書はろくでもない教科書だから、読んでもしようがない」とは言え

ないですから、「教科書には基本が書いてあるので、あれがちゃんと身についていれば、英

語で話ができるようになる。でも、見ているだけではだめ、無理して暗記しようと思って

はだめ。声に出して読んでごらんなさい、中身を考えながら読んでごらんなさい、試して

みて」という言い方をするのですけれども、そこで感じ取るのは、優劣の意識がもう定着

しているなということ――これは本当に残念なことだと思っています。これが教育にとっ

ていかにマイナスかということを、最後にお話ししたいと思いますけれども、残る 10 分

くらいで教師の役割について、もちろんここには教師の方ばかりがお集りではないと思い

ますけれども、学ぶ側からとしても、ぜひ考えていただきたいと思うのです。 
 
10．「教えること」の復権 

私は、ここであえて、「教えること」の復権ということについてお話したいと思います。

【8】実は、そういうタイトルの本がちくま新書から出ています。苅谷剛彦さんという、

東大教授をやめて、オックスフォード大学の教授になった教育社会学の専門家、そして、

その奥様で、苅谷夏子さんという国語教育の専門家、そして苅谷夏子さんの恩師である伝
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説の国語教師と言われる大村はまという方、この方たちの鼎談なんですけれども、ここで

「教えること」の復権ということを語っていて、なるほどなと私も思ったので、ここで協

同学習に絡めてお話しします。 
先ほど申し上げましたように、多くの場合、「アクティブ・ラーニング、いいですね、

取り上げています」「協同学習、やっています」と言っていても、研究授業などで実際に見

てみると、グループに分けてあとはお任せ。それを言うと「だって、自主的に、能動的に

やらせるんでしょう」「最近はもう教師は介入してはいけないと言われているんですよね、

教師はファシリテーターですから」「こういうテーマで、こういうふうにやりなさいと言っ

て、あとはもう生徒の力でやるしかないです。生徒たちが自らの力でやっていくんです」

などという言葉が返ってきます。 
でも、本当は、それは協同学習ではないんです。やっぱりある程度の道筋はつけていか

なければいけないし、細かく見て回って、どうやら 1 人があとの 3 人を仕切っているよう

な雰囲気が見えて来たら、そうとは見えない形ですっと入っていって軌道修正するとか、

次の週にはもうメンバーを各グループで変えてしまうとか、そのメンバーを変えるのも、

ちょっとした心配り、気配りをきかせるとか。それから、黙って机の周りを回りながら、

学生、生徒たちが何の話をしているかということをじっと聴いていて、次に説明するとき

の判断材料にするなど、かなり臨機応変な指導が必要です。 
けれども、そうやって適切に介入することは――あえて介入と言いますが――今は、教

師の介入はいけないということになっています。介入すると、学習者が自律しない、育た

ないなどと言われていますけれども、実はそうではないと私は思っています。適切な介入、

適切なタイミングを見ての指導によって、自律性は涵養される。むしろそれをしないと、

好きなように野原を駆け回ってちょうだいということになるだけで、それは教育ではない

と思います。 
難しいのは、教育というのはもちろん、知識をある程度与えなければいけないわけです。

今の教育の流れを見ていると、新しい学習指導要領でも、当然、知識ということも言って

はいるのですけれども、それよりもその知識をどう使うか、表現力や批判力ということな

どを強く打ち出しているんです。そのためのアクティブ・ラーニングだと言っているんで

すけれども、基本となる知識がなければ、いくら話し合っても、学習者は限られた知識で、

あるいはインターネットでちょっと得た薄っぺらな知識で話し合うことで終わってしまっ

て、深まっていかないんです。教師中心はいけない、教師主導はいけないと言われるけれ

ども、あるときは教師が中心となって、押さえるべきところは押さえて、ある程度の知識

を与える必要があると思うんです。 
特に外国語教育の場合、英語もそうですが、何語であっても、入門期はどうしたって言

語知識が必要です。言語知識というのは、例えば、文法、語彙、音韻ですから、どう発音

するか、英語だったらどういう音を出して、どういうリズムかという言語知識を教えない
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で、「さあ、話し合ってみましょう、英語はどういう音を出すでしょう」と言ったって、そ

れは無理ですよね。そんなのお互い同士で判断できるわけもない。 
教師が英語の音はこうやって、こういうふうに唇をあけて、喉からこういう音を出して、

空気を出して、舌はこういう位置につけるんだということを、身をもって教えなければい

けない。そして、文法も、英語という言葉の仕組みは日本語と違って、まず主語があって、

動詞があってという構造も教えなければいけない。ただ、文法知識をどこまで教えるかと

いうことはありますよね。どの段階でどこまで教えるかという判断はありますけれども、

何も教えないで「さあ、やってみましょう」と言うのは、それは教育ではない。 
だから、教師主導がいけないと言うけれども、そこをどう考えるかです。かといって、

これも難しいところで、私があるときこういう話をしたら、「私はずっと文法を教えていま

す、私はそういうふうにやっています」という方がいらしたんです。けれども、そういう

方の授業は、ずっと so that 構文の説明で終わっていました。それはもう、ほとんど 90％
以上、教師が「so that 構文というのは」と言って、熱を込めて説明しているんです。熱意

はよくわかりました。わからないとだめなんだよ、と言って説明する。残りの 10％くらい

は、「ちょっと言ってみて、先生が今言ったセンテンスを」「はい、読んで」「よし、訳して」

という、それだけですよね。他の生徒は、ただぼーっと聞いているか、大っぴらに寝てい

るかという、そんな高校の授業を見たことがあります。 
いくら文法知識を教えるといっても、それでは指導としてはまずいだろう、もう少し教

え方があるはず。そこには生徒がどれくらい理解したかということを確認しながらのやり

とりが必要になるはずですね。このように、確かに、文法あるいは発音を教えるときの教

え方の問題はいろいろとあります。けれども、あるときに教師が主導権を握ることに大き

な問題があるとは思えないし、全て主導権は学習者にという極端な協同学習なり、アクテ

ィブ・ラーニングなりは、かえってよくないと思っています。 
学んだことをどう定着させるか、深めるかというのは、やはり自分の頭で考えなければ

いけないわけで、それは確かに、学習者中心にならざるを得ないですよね。でも、ここで

どうやったらそれが深まるか、友達同士の楽しいおしゃべりで終わらないで、違った考え

をぶつけ合って、それを深めるにはどうしたらいいのかというのは、学習者中心と教師主

導ということをさらに考え直して、何か方法をつくり出さなければいけないと考えていま

す。 
 
11．おわりに 

先ほど伝説の国語教師、大村はまという方をご紹介しました。【9】この方の存在は、名

前は有名なので、知ってはいたのですけれども、もう亡くなっていますし、お会いしたこ

ともありません。あるとき、鳴門教育大学から講演に招かれ、そこの図書館に行きました

ら、2 階に大村はま記念文庫というのがありました。何だろうと思って、ちょっと入って
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みたんです。そしたら、入口に、私の胸をぐさっと刺すようなこの言葉が書いてあったん

です。額に入っていました。「ことばを育てることは こころを育てること 人を育てるこ

と 教育そのものである」。 
大村はまさんは、ずいぶんたくさん著書を出されているんですけれども、その著書の一

つにサインを頼まれたときに書いた言葉だそうです。もちろん、大村はまさんは国語教師

ですから、日本語、国語を教えていたわけですけれども、これは何語にかかわらず、言語

教育に携わる者として忘れてはいけないことだと私は思っています。 
それと、自律性に関連することとして、大村はまさんはこういうことも言っています。

「子供にとって何が幸せといって、ひとりでしっかり生きていける人間に育てられること

ぐらい 幸せなことはないと思います」。つまり、大村はまさんは、そういう考えを持って

国語を教えたんです。この子たちが国語を学んで終わりではなく、国語という教科を学び

ながら、自立して生きていく力を持てるように、言葉を教わるということは、そういう力

をつけて行くことだ、というのが、大村はまさんの考えなんです。 
もう一つ、これは晩年、本当に亡くなる寸前まで筆を入れていたという、大村はまさん

の詩があるんです。「優劣のかなたに」という詩です。長いのでここには引用しませんでし

たけれども、教育には優劣というものがどうしてもつきまとう。成績をつけなければいけ

ない。そうすると、できない子とできる子がもちろんいる。そして教えている限り、教室

の中ではできる子がいて、できない子がいて、それが日常の授業である。そこから教師は

逃れることはできないし、生徒も逃れることができないように見えるけれども、実は優劣

が教育そのものを邪魔してはいけないんだ。むしろ「学びひたり、教えひたろう」と言っ

ているんです。 
生徒が本当に夢中になって学び始めたら、自分ができるとか、できないとか、そんなこ

とは忘れてしまう。そして、教師も本当に真剣になって教えることに夢中になったら、こ

の子はだめな子だとか、この子ならできるとか、そんなことは度外視して、夢中になって

教えるものだ。だから、「学びひたろう、教えひたろう、優劣のかなたで」という言葉を大

村はまさんは述べられたんです。 
最近のようにエリートを選別する方向に行きがちな教育界にあって、これは政治がその

ような方向を目指しているので、教育もその方向に引きずられているんですけれども、教

育に携わる者としては、教育の原点を見失ってはいけないと思いますし、英語なり、ほか

の外国語を学んでいらっしゃる方々には、スキルを学ぶのではない、コミュニケーション

はスキルではない、そうではなくて、自分がこれを学ぶことによって、いずれ外の社会―

それは日本国内かもしれないし、世界かもしれない―、そこで一人の人間として、堂々と

闊歩していくために、この学びが必要なんだということを理解していただきたいと思いま

す。 
3 時半になりました。あとは質疑応答の時間に移らせていただきたいと思います。 
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◆ ◆ ◆ 

 
○フロアとの質疑応答 

【青木】國學院大學人間開発学部の初等教育学科 2 年の青木貴明と申します。今日は貴重

なお話をありがとうございます。 
一つ質問があります。自分は小学校の先生を目指しているのですが、学習指導要領と中

教審の答申を見ていますと、外国語が小学校で教科になって、授業時間をどう埋め合わせ

るかというところで、朝の 15 分のモジュールを利用して、15 分を 3 回、45 分で 1 コマと

するというのを文部科学省が言っているんです。例えば、今日お話にあった協同学習など

の場合、結構時間をかけて行うようなイメージが僕には伝わってきたんですけれども、15
分という時間でも、意味のある形で英語の学習を進めることは可能なんでしょうか。 
【鳥飼】難しいご質問をありがとうございました。15 分のモジュールというのは、文部科

学省として 1 コマしか確保できないので、各校に任せる。15 分のモジュールを使って 3
回やれば 45 分になるから、そういう形でもいいし、総合の時間を使ってやってもいい。

好きなようにやってくださいということです。中には、15 分を 3 回やったって、どうする

の、ということでやらない学校も出てくるでしょうし、15 分というのは、いつやるのかと

いう問題もあるんです。だから、結論を申し上げますと、私は協同学習ができるとは思わ

ないです。 
というのは、15 分をいつやるかというのは各校に任せられていますけれども、考えられ

るのは二つしかなくて、一つは登校してすぐ、今、朝の読書として、授業が始まる前に 15
分くらいちょっと本を読ませたりする試みをしている学校があるんですけれども、それを

やめてしまって英語にする。あるいは、給食の時間、そろそろ食べ終わるころの 15 分を

使って、テープを流して、「これでリスニングになりませんかね」と言われたことがありま

すけれども、無理なんですよね。給食のときの 15 分ですから、協同学習はとても無理で

すので、基本的には、やってもやらなくてもいいような 15 分×3 回で得られるものは少な

いでしょうし、協同学習は無理だと思います。 
確保されている 1 コマにしても、中で何をするかということは、学習指導要領をお読み

になるとびっくりなさると思いますけれども、比べてみると、実は小中高とほとんど内容

が変わらないんです。コピペしたんじゃないかと思うほど――よくよく見ると、「基本的に」

が入っていたりして、ちょっとは違うんですけれども――ほとんどが同じ内容で、

interaction に至っては全く同じことが書いてあるので、これを小学校でやるというのは、

現実的にはほとんど無理です。無理なんですけれども、東京学芸大学が中心となって、コ

ア・カリキュラムというのをつくって、それに則って 5・6 年生用の教材ができたんです。

おもしろいことに、WE CAN!というタイトルだったと思います。 
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教育学科とおっしゃっていたので、小学校の教員を目指されているということですが、

実は小学校の英語を専門にする免許というのは、結局できなかったんです。特別免許や短

期研修、中学校教員の活用で対応しようということなんですけれども、もしできることな

ら、これから小学校教員を目指されるんでしたら、ぜひ小学校の英語教育のあり方を基本

から考えていただきたい。具体的にどうしたらいいかというのは、今、誰も答えがありま

せん。試行錯誤が始まるわけです。多分その中に入っていかれるのではないかと思います

が、大きな責任を担うことになられるので、その辺をぜひお願いしたいと思います。 
【青木】わかりました。ありがとうございます。 
 
【外池】今日はご講演、ありがとうございました。國學院の文学部史学科で日本史を学ん

でおります外池と申します。今日は一つ興味があることがあって、伺ったのですけれども、

戦前の旧制高校では、非常に外国語教育が盛んであって、週に 6 時間ぐらいずっと外国語

の勉強をやっていたと、作家の北杜夫だとか、望月市恵というドイツ文学者の方がお書き

になっているんですけれども、今日の講演をお聞きして、旧制高校で外国語を学んだ人た

ちの精神性と、先生がおっしゃった自律性というものが、合わない部分が少しあるような

気がします。例えば、動機付けの部分だと、内的動機というよりは、彼らには外的な動機

づけのほうが強かったかもしれないと感じたりもしました。そこで、先生は旧制高校や戦

前の外国語教育についてどのようなお考えを持っていらっしゃるのかということを伺いた

いと思います。お願いします。 
【鳥飼】戦前から戦争中にかけても、旧制高校の英語教育が非常に盛んに行われていたと

いうのを、よくご存じですね。私は、戦争中は英語教育はご法度だったと言われていたの

を長らく信じていたんですけれども、実は禁じられてはいなかったんですね。ある意味で、

当時の文部省はダブルスタンダードで、国自体が英語は敵性語だと言いながら、実は先を

見越して――旧制高校に行くというのは、当時はエリートですよね。誰もが高校に行かれ

た時代ではなかった。だから、戦時中であっても、旧制高校の生徒たちには英語を週 5 時

間、6 時間やらせていた。海軍だって、江田島の海軍兵学校では、英語による授業をやっ

ていた。戦時中にもかかわらず、英英辞書を取り寄せるとか、そんなことまでやっていた

ということで、戦時中でも英語を禁止していたわけではないのですね。 
では、なぜやっていたのか。それが、学習者によっては、内的動機ではなく、外発的で

はないかというご質問だと思うんですけれども、その当時の旧制高校の人たちは、おそら

く今以上に、自分たちが国をつくっていくんだ、国を担っていくんだという意識が強かっ

たと思います。自分がしっかりしなければ、この国は成り立たないという意識です。今は

大学も入学者が増えていますから、そんなふうに思わない人のほうが多いですよね。だか

ら、そもそも外発的かと言われればそうかもしれないけれども、むしろ自分たち自身が、

この国を担っていくんだという意識を強く持っていたということではないかと思います。 

25 

私が聞いた中では、戦時中ですけれども、その当時の中学にいた若い英語の先生が、今

日本はこんな状態だけれども、やがて戦争は終わる。終わったら、英語が必要な社会にな

る。そして日本は世界でやっていかなければいけないのだから、ともかく英語だけはまず

やっておいて、日本のために世界で活躍してほしいということを授業で言って、みんなで

一生懸命勉強したと言っていました。これを外発的動機と言うのかどうか。わかりません

けれども、それで一生懸命したと言っているのですから、ご質問を受けながら思いました

けれども、外発的動機と内発的動機というのは、多分、そんなにきちんとは分けられない

ので、外発的から始まって、これが内発に結びついて行くということはあり得るんじゃな

いでしょうか。 
 
【質問者】本学学生の家族の者でございます。いろいろお聞きしたいことがあるんですが、

一つは、同じような質問なんですけれども、外国語に限らず、何かを勉強するときには、

努力しなければいけないと言われていますが、内的動機づけがあれば、本人はそんな努力

しているとは思わないでやっている。先生ご自身が若いときに外国語を学んでいるときに

は、努力ということについてどのような意識がありましたでしょうか。つまり「こういう

内的動機づけがあったから、勉強することができたんだ」ということがあれば、ぜひお聞

きしたいのです。それから 2 番目は「ああ、これがメタ認知だったんだ」と思ったような

ことがございましたら。個人的な経験に関わる質問ですけれども……。 
【鳥飼】私個人のことではございますけれども、自分のことを振り返ってみますと、それ

こそある研究者が言っていた、「文化に興味を持ったので、その国の言語を学びたくなった」

という統合的動機に当てはまるんです。つまり、アメリカに興味を持ったんです。 
それは「英語を学びたい」ということでは必ずしもありませんでした。もちろん、私の

育った時代はかなりアメリカに憧れを持っていた世代だと思います。その当時、シェアの

80％以上を占めていた“JACK AND BETTY”という検定教科書で、同じ世代の人たちは

大体、開隆堂のこの教科書を使っていました。これはアメリカのシカゴ郊外のエマーソン

というところを舞台に、そこに住んでいるとされる、お父さんとお母さんとジャックとベ

ティーという子供がいる家族の物語です。それが教科書になって、挿絵にもアメリカの暮

らしが出ている。 
その当時は、「名犬ラッシー」とか、「名犬リンチンチン」とかそういうアメリカのホー

ムドラマがどんどん入ってきて、みんなで見ていた。多分、そういうことで興味を持った

んだと思います。だから、本当にミーハー的に、アメリカってどんな国だろう、どんな人

が住んでいるんだろうという興味で、そのときたまたまアメリカに行くことのできる奨学

金プログラムの AFS というのがあったので、応募して行ってみたわけです。 
ただ、行くに当たっては試験がありました。校長先生の推薦状と内申書と英語の先生の

推薦状があって初めて受験できて、教育委員会では英語の筆記試験と面接試験があって、
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当時の文部省の試験もあると、そういうふうになっていたんですけれども、「内申書を出

す？ えっ！？」と思って。つまり、人様に見せられる代物ではないような通信簿だった

ものですから、一応見苦しくないように勉強しなければということで、やりました。その

部分については外発的動機もいいところですが、アメリカに行きたいという内的動機にも

とづいていました。 
いざ行ってみて、そこで初めて私は、日本とアメリカの違いに衝撃を受けて、当時は異

文化コミュニケーションという言葉を知りませんでしたけれども、何でアメリカ人はあん

なことをするんだろうと、何度か思いました。それから、私の人柄も、アメリカ人から見

ると、やたらにおとなしくて、静かだと見られるようだとか。あとは、その後の私に一番

影響を与えたのは、「何でアメリカ人はこんなによくしゃべるんだ」ということでした。 
私は日本ではおしゃべりと言われて、通信簿に「口数が多過ぎます、気をつけましょう」

という注意書きが書かれたこともあったんですけれども、その私がアメリカに行ったら、

“quiet Kumiko”になってしまって、見ていると、もうみんな、ものすごい勢いでしゃべ

るんです。それを見て、こんなにしゃべる人たちがいるんだとかなり驚きました。多分そ

れがきっかけで、英語をもうちょっとやりたいと思ったし、英語の文化に興味を持ったこ

とから進んだのだと思います。 
英語を勉強するということについて、その方策ですとか、メタ認知ということについて

は、その当時はそんな言葉は全く知りませんでしたけれども、先ほどちらりと話に出た

AFS──American Field Service という試験があって、それに通れば、当時は全くお金を

払う必要なく（今は違いますけれども）アメリカに 1 年間留学して、ホームステイをして

高校に通うことができました。それに受からなければいけないということもあって、勉強

しました。続いたのは、やっぱり好きだったんでしょうね。苦痛ではなかったです。 
メタ認知と言いますか、私なりの学習ストラテジーを身につけたのは、ありとあらゆる

ことを試したからです。英語の勉強で良いとされることは、いろいろな本に出ていますよ

ね。当時も出ていました。こうやってうまくなった、こうやれば英語は話せるみたいな本

を片っ端から読みました。雑誌も読みました。その中で、良いとされることは、みんなや

りました。スピーチコンテストにも出たし、英語劇にも出ました。英語の映画も見たし、

英語の本も読んだし、ネイティブスピーカーの人と話す努力もしたし、いろいろやりまし

た。その中で、自分にはこれが向いている、これなら長続きするというものに、だんだん

と絞っていったような気がします。そのようにして、振り返りながら絞り込んでいったと

いうところに、メタ認知力、あるいはメタ認知に基づく学習ストラテジー能力というもの

が効いたんだろうと思います。 
ですから、一言で「こうやれば」ということは言えないですね。やっぱり、人それぞれ

で、しかも私は言葉というものが好きだったんだろうと思います。国語が好きで、作文を

書くのが好きでしたから、言葉というものはそもそも好きだったのでしょう。そういう意
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味では、最初から英語が、あるいは日本語を含めて、「言葉に興味ない、嫌いだ」という人

がとる学習ストラテジーはまた違ったことになるでしょうし、指導方法も違ったものにな

るだろうと思います。 
 
【中村】武蔵大学で英語を教えている、中村と申します。質問は二つありまして、先生の

お話を聞いていて、日本だと結構グローバル化ということで、教育委員会も文部科学省も、

英語を進めているのですけれども、ヨーロッパの話を聞いていると、こんな英語第一に押

し出しても本当に大丈夫なのか、ちょっと不安になってくる部分があります。自分は英語

教師なのですけれども、その辺、英語だけに絞ってしまっているところに対してのお考え

と、あと私も授業を通して、学生に全ての知識を身につけてもらうのは不可能だと思って

いて、英語学習方法を授業として学んでもらって、自分の中で好きなものというか、自分

に合っているものを学んでもらえたら、4 年間通していいかなと思っているのですけれど

も、そういった自律学習支援が、他の国ではどのぐらい進んでいるのかというところを、

もしご存じでしたら、教えてください。 
【鳥飼】自律学習支援については、本当に国によってさまざまだと思います。ただ、ヨー

ロッパに関しては、CEFR がかなり行き渡っていますので、西欧・東欧を問わず、その視

点から教育をしていくので、自律させるということが大きな目標になっているのは事実で

す。CEFR が世界的な影響を与えていますので、少しずつ広がってはいるでしょうけれど

も、CEFR は本当に読んで理解するのに時間がかかるものですから、一番言いたいところ

がどれだけ伝わっているかというと、日本では十分に伝わっているとは思えません。その

意味では、その国によるだろうなと思います。立派な施設を備えているところもあります

が、アメリカでも大学などでは、ラーニング・センターのような場を提供することから始

めていこうということで、設備の設計までも――机は従来型の机ではなくて丸くするとか、

いろいろなやり方が出てきています。それこそ今、世界中で試行錯誤しているところでは

ないでしょうか。 
それと、先ほどの複言語、多言語ですけれども、確かにいろいろな人の話を聞くと、ヨ

ーロッパに行ったって、フランスだって、今は英語だったと言いますね。もちろん英語は

無視できない存在ではあることは確かで、当面の間は国際共通語としての英語で行くでし

ょうけれども、私はそれだけでは足りないなと思っているんです。 
というのは、「国際共通語としての英語」ということを厳密に考えるとするならば、英

米文化を学ぶということではなく、国際共通語である以上は、ある意味で文化を切り離し

て――本来は切り離せないものですけれども――共通語として機能する部分を抽出して、

共通語として割り切って使うというやり方をしないと、世界中で使うことはできないので

す。 
今は、日本人が英語を使って誰とやりとりするかと言うことになると、ネイティブスピ
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ーカーよりは、アジアの人たち、アフリカの人たち、中東の人たち、ヨーロッパの人たち

など、母語が英語ではない人たちとやりとりすることが多い。英米文化というものは、そ

こではむしろ問われない、問うてはいけないんです。だから「国際共通語としての英語」

として、英語教育を割り切って行うとするならば、個別文化については、また別の教え方

があるだろうと思います。 
では、他の言語を学ぶのはどうかというと、他の言語の場合は、共通言語ではないです

から、どうしても文化と一緒に学びますよね。例えば、日本語教育などでも、日本語を学

ぶときに、日本文化を教えることがいいことか悪いことかという議論がなされているんで

すけれども、むしろ私は一つの外国語を学ぶということは、異文化の窓を一つ持つという

ことで、英語を学ぶことで一つの文化の窓を持つとすると、スペイン語、フランス語、あ

るいは中国語、何語でもいいんですけれども、それぞれを学ぶことが、またそれぞれ違う

文化への窓を持つことになるのです。 
それぞれの言語がそれぞれの世界観を持っていて、仕組みも違えば、価値観も違うとい

うのが言語です。だから、言語を学ぶことは、違う価値観を含めて学んでいくことなので、

そういう意味で、個人の幅を広げる、人間として豊かになるという意味では、英語だけに

閉じこもらず、英語をベースに次の言語をもう一つくらいは学ぶと、また違った世界が見

えてくると思っています。それがこれからの世界には必要なのではないかと思っています。 
 
【司会】先生、ありがとうございました。 
たくさんのご質問をいただきまして、皆様、まだまだいろいろとお伺いしたいこともお

ありになるかと存じますけれども、そろそろ時間となりまして、最後に一つだけ先生にこ

ちらからお伺いしたいと思います。我々、大学教員としましては、大学というのは日本の

教育の最後のフォーマル・エデュケーションの場であると思うのですが、そこから学生た

ちを社会に飛び立たせるときに、自律性というものを持たせて出すことが必要だとお考え

でしょうか。 
【鳥飼】大学を卒業して、社会に出ていくときは――大学院に進学される方もいますけれ

ども――それでも、大学を卒業した暁には、自律性を持って、それぞれの場で活躍してい

ただきたい。自律性がこれからのグローバル市民の大きな要件だと思っています。 
【司会】ありがとうございました。それでは、これをもちまして、本日の講演を終了させ

ていただきます。先生、本日は誠にありがとうございました。〔拍手〕 
【鳥飼】どうもありがとうございました。 
 
閉会の挨拶――ランゲージ・ラーニング・センター長 樋口 秀実 

【司会】最後に、本学教育開発推進機構ランゲージ・ラーニング・センターのセンター長、

樋口秀実より閉会のご挨拶を申し上げます。 

29 

【樋口】ただいまご紹介にあずかりましたランゲージ・ラーニング・センターのセンター

長を務めています、樋口と申します。今日はちょっと天候を心配したんですけれども、た

くさんの方にお集まりいただきまして、お礼を申し上げます。そして、鳥飼先生、貴重な

お時間を割いていただいて、ご講演等、ありがとうございます。 
ランゲージ・ラーニング・センターというのは、冒頭で機構長の柴﨑が申しましたよう

に、課外学習をいかに支援するか、大学では当然英語をはじめ、第二外国語があるんです

けれども、時間数が限られますので、かなりの自主学習が必要になります。そこで鳥飼先

生も、英語の勉強、語学の勉強は一生続けていかなければいけないものだ、そうすると、

今日のテーマとなりました自律性といいますか、自主学習をいかに支援していくか、そこ

が大事になります。ただ、最後に武蔵大学の先生も仰いましたように、これを具体的にど

う支援していくかというのは、大変難しいところでございまして、我々も、先生がおっし

ゃったように、試行錯誤しているところです。 
今日、鳥飼先生には、そういうご趣旨から自律性というキーワードで貴重なお話をいた

だきました。今後我々としても、本日伺ったことを色々と考えながら、研鑽に努めてまい

りたいと思います。自律性の学習を促すことは、ただ語学だけではなくて、グローバリゼ

ーションとローカリゼーションをつなぐ橋渡しをすることにもつながっていくんだという

ところが、私個人としては非常に印象に残りました。 
長い時間になりましたので、我々のお話はこの辺にさせていただきます。最後になりま

すけれども、今日はどうもありがとうございました。〔拍手〕 
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けれども、時間数が限られますので、かなりの自主学習が必要になります。そこで鳥飼先

生も、英語の勉強、語学の勉強は一生続けていかなければいけないものだ、そうすると、

今日のテーマとなりました自律性といいますか、自主学習をいかに支援していくか、そこ

が大事になります。ただ、最後に武蔵大学の先生も仰いましたように、これを具体的にど

う支援していくかというのは、大変難しいところでございまして、我々も、先生がおっし

ゃったように、試行錯誤しているところです。 
今日、鳥飼先生には、そういうご趣旨から自律性というキーワードで貴重なお話をいた

だきました。今後我々としても、本日伺ったことを色々と考えながら、研鑽に努めてまい

りたいと思います。自律性の学習を促すことは、ただ語学だけではなくて、グローバリゼ

ーションとローカリゼーションをつなぐ橋渡しをすることにもつながっていくんだという

ところが、私個人としては非常に印象に残りました。 
長い時間になりましたので、我々のお話はこの辺にさせていただきます。最後になりま

すけれども、今日はどうもありがとうございました。〔拍手〕 
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グローバル市民になるために
大学の外国語教育における
自律性の育成

國學院大學教育開発推進機構 講演

2017.10.7 鳥飼玖美子

グローバル市民に求められる能力

異質性に対する寛容性＝異文化能力

他者との関係構築＝コミュニケーション能力

自ら考える力＝批判的思考能力

1
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欧州評議会の言語政策
(Council of Europe)

多様な言語と文化の豊かな遺産は価値のある共通資源であり、

保護され、発展させるべきもの

その多様性を、コミュニケーションの障壁ではなく、

相互理解へ転換するのは教育である

（Council of Europe, Committee of Ministers, 
Preamble to Recommendation R(82)18)

多言語主義と複言語主義

多言語主義(multilingualism)＝多様な言語が共存している状態

EU：全加盟国（28カ国）の公用語がEUの公用語（24）

複言語主義(plurilingualism)＝母語＋２つの言語

「文化的コンテクストの中での多様な言語体験が相互に関連して

コミュニケーション能力を作る」という理念

＊他者の言語と文化を学び全人的な発達と相互理解へ

＊言語は生涯かけて学ぶもの→自律した学習者の育成

3
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CEFR(外国語の学習、教授、評価のための
欧州言語共通参照枠）

複言語主義を具現化する為に策定

個別言語にとらわれず全ての言語に応用可能

自己評価も客観評価も可能

部分的な能力を許容する（５技能）

肯定的、質的な評価＝Can Do statements(能力記述文)
「できないこと」ではなく「できること」に焦点、数値ではなく記述

母語の活用と翻訳の効用

教育目標に合わせて使う

言語熟達度を６段階で評価

（Basic User:A1 A2; Independent User: B1 B2; Proficient User:C1 C2)

自律性(autonomy)とは何か

「自らの学習に責任を持つことのできる能力」

（Holec, 1981, p.3）
1. 動機付け

2. メタ認知＝学習ストラテジー

3. 社会的コンテクスト＝相互行為

4. 批判的思考

4
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自律性涵養へ向けて：協同学習

＊周囲との相互行為を通し、一人では到達できない領域に

達する （Vygotsky:ZPD＝最近接領域理論）

＊「あらゆる学びは新しい世界との出会いと対話であり、対象・
他者・自己との対話による意味と関係の編み直しであり、 対話
と協同によって実現している」（佐藤、2012)
*「学び合う関係」を築く中で、他者と対話することになり、それが
自己を見出すことに繋がる。協同で学ぶことによって 自律性を
身につけていくことになる。

協同学習と習熟度別クラス
＊協同学習

学習者が相互に支え合う（完璧な学習者はいない）

平等な参加、個人の責任

多様性（現実社会の縮図）

教師にとって大きな負担

＊習熟度別・進度別・能力別クラス編成

英語力で輪切り？

効率が良い？

教師にとっては指導しやすい？

学習者間における優劣の意識

6
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教師の役割
「教えること」の復権

＊協同学習は、学習者任せのグループ活動ではない

＊適切な介入と指導による自律性の涵養

＊知識の獲得＝「教師主導」をどう考えるか

思考の定着と深化＝「学習者中心」をどう考えるか

大村はま(1906-2005) 伝説の国語教師

＊ことばを育てることは こころを育てること

人を育てること 教育そのものである

＊子供にとって何が幸せといって

一人でしっかり生きていける人間に育てられることぐらい

幸せなことはないと思います。

＊学びひたり 教えひたろう 優劣のかなたで。

9
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